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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 4,871 ― 28 ― 188 ― 185 ―

2021年3月期 3,414 △45.3 △560 ― △393 ― △372 ―

（注）包括利益 2022年3月期　　197百万円 （―％） 2021年3月期　　△302百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 50.71 ― 3.8 2.5 0.6

2021年3月期 △100.09 ― △7.3 △5.1 △16.4

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 ―百万円 2021年3月期 ―百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値につい
ては、当該会計基準等を適用した後の数値になっており、対前年同連結会計年度との増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 7,339 4,977 67.8 1,360.55

2021年3月期 7,694 4,872 63.3 1,322.59

（参考） 自己資本 2022年3月期 4,977百万円 2021年3月期 4,872百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値につい
ては、当該会計基準等を適用した後の数値になっております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 1,020 △542 △508 1,155

2021年3月期 127 △305 263 1,164

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― ― ― 13.00 13.00 47 ― 1.0

2022年3月期 ― ― ― 15.00 15.00 54 29.6 1.1

2023年3月期(予想) ― ― ― 15.00 15.00 61.1

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,210 △18.0 △70 ― △30 ― △30 ― △8.18

通期 4,550 △6.6 20 △28.6 90 △52.1 90 △51.4 24.55



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 4,000,000 株 2021年3月期 4,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 341,537 株 2021年3月期 316,137 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 3,665,980 株 2021年3月期 3,716,388 株

（参考）個別業績の概要

1. 2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 4,183 ― △33 ― 129 ― 128 ―

2021年3月期 2,978 △46.6 △503 ― △330 ― △308 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 35.16 ―

2021年3月期 △83.12 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 7,165 5,089 71.0 1,391.05

2021年3月期 7,557 5,045 66.8 1,369.51

（参考） 自己資本 2022年3月期 5,089百万円 2021年3月期 5,045百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値については
、当該会計基準等を適用した後の数値になっております。

2. 2023年 3月期の個別業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,730 △26.0 △30 ― △30 ― △8.18

通期 3,750 △10.4 70 △45.7 70 △45.3 19.09

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用しております。この結果、前連結会計年度と収益の会計処理が異なることか

ら、以下の経営成績に関する説明の売上高については、増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しておりま

す。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大傾向の中、日本国内において

は、その感染症拡大により企業活動への影響が拡大しました。緊急事態宣言は９月に解除され経済活動の再開の動

きが見られたものの、新たな変異株の急速な拡大により新型コロナウイルス感染症が再拡大し、加えてサプライチ

ェーンの停滞および半導体不足や原材料価格の高騰などの影響から、景気の先行きは極めて不透明な状況のまま推

移しました。

　一方、海外においても、新型コロナウイルス感染症の再拡大に加えて、ウクライナおよびロシアの情勢変化が世

界経済へのマイナスのインパクトを与える等、国内同様に先行きは不透明な状況となっております。

　このような状況のもと当社は、新規取引先の拡大や顧客にコストメリットがある商品を提案提供し、収益を確保

することを最重要項目としてまいりました。その結果、自動車部品製造事業では、新型コロナウイルス感染症の影

響により落ち込んでいた汎用機部品および四輪部品の受注を回復することができ、当連結会計年度の売上高・利益

は前連結会計年度の水準と比較して増加しました。工作機械製造事業では、依然として世界的な新型コロナウイル

ス感染症の拡大影響を受け、専用機等の受注が進まず、当連結会計年度の売上高・利益は、前々連結会計年度の水

準まで回復することができませんでした。なお、前連結会計年度に続き営業活動を強化すべく、展示会への出展等

に取り組み、新規顧客の開拓および受注確保に努めてまいります。さらに世界的な脱炭素社会への潮流において、

前連結会計年度に続き、電動車（ＥＶ）における関連製品の割合を増やしていきます。

　その結果、当連結会計年度の売上高は4,871百万円（前年同期は3,414百万円）、営業利益28百万円（前年同期は

営業損失560百万円）、経常利益188百万円（前年同期は経常損失393百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益

は185百万円（前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失372百万円）となりました。

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（自動車部品製造事業）

　国内では四輪部品等の受注増により売上高は増加しました。その結果、売上高は3,960百万円（前年同期は2,639

百万円）となりました。セグメント利益につきましては売上高と同様の理由により472百万円（前期はセグメント

損失127百万円）となりました。

（工作機械製造事業）

　海外向けの専用機が増加したこと等により売上高は911百万円（前年同期は775百万円）となりました。セグメン

ト損失につきましては、売上高は増加しましたが、売上原価の増加等の理由により444百万円（前期はセグメント

損失432百万円）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末に比べ355百万円減少し、7,339百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ357百万円減少し、2,174百万円となりました。これは、主に仕掛品の減少

等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加し、5,164百万円となりました。これは、主に機械装置及び

運搬具の減少や工具、器具及び備品の増加等によるものであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ35百万円増加し、1,134百万円となりました。これは、主に１年内返済予

定の長期借入金の増加等によるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ496百万円減少し、1,227百万円となりました。これは主に長期借入金の減

少等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ105百万円増加し、4,977百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増

加等によるものであります。
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(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、税金等調整前当期純利益が189百万円（前年同期

は税金等調整前当期純損失394百万円）と前連結会計年度を上回りましたが、長期借入金の返済による支出等の要

因により、前連結会計年度末に比べ９百万円減少し、当連結会計年度末には1,155百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは1,020百万円の獲得（前年同期は127百万円の獲得）となりました。これ

は、主に税金等調整前当期純利益及び減価償却費等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは542百万円の使用（前年同期は305百万円の使用）となりました。これは、

主に有形固定資産の取得による支出等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは508百万円の使用（前年同期は263百万円の獲得）となりました。これは、

主に長期借入金の返済による支出等によるものであります。

(4) 今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症やウクライナおよびロシアの情勢変化等における世界

経済へのマイナスのインパクト等、懸念材料も多く、事業を取り巻く環境は不透明な状況にあります。

　このような環境の中、翌連結会計年度（2023年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高4,550百万円

(前年同期比6.6％減）、営業利益20百万円（前年同期比28.6％減）、経常利益90百万円（前年同期比52.1％減）、

親会社株主に帰属する当期純利益90百万円（前年同期比51.4％減）を予想しております。

　また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　　　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用してお

ります。また、今後の国際財務報告基準(IFRS)適用時期等につきましては、諸情勢を考慮しながら検討を進めていく

方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,164,480 1,155,010

受取手形 24,789 20,905

売掛金 570,905 488,391

電子記録債権 37,090 68,530

製品 85,014 115,747

仕掛品 529,702 199,678

原材料及び貯蔵品 39,883 61,559

その他 80,620 64,972

貸倒引当金 △459 △485

流動資産合計 2,532,027 2,174,311

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 957,653 944,084

機械装置及び運搬具（純額） 1,932,204 1,852,010

土地 716,256 726,503

建設仮勘定 139,721 157,313

その他（純額） 77,249 109,085

有形固定資産合計 3,823,085 3,788,997

無形固定資産 75,105 64,962

投資その他の資産

投資有価証券 521,693 556,010

組合預け金 448,152 448,152

その他 294,749 306,649

投資その他の資産合計 1,264,595 1,310,813

固定資産合計 5,162,785 5,164,773

資産合計 7,694,813 7,339,085

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 330,092 330,014

１年内返済予定の長期借入金 444,438 479,123

未払金 150,723 172,387

未払法人税等 468 3,466

未払消費税等 15,623 19,774

前受金 82,286 42,439

賞与引当金 46,290 58,170

受注損失引当金 16,838 8,683

その他 12,551 20,395

流動負債合計 1,099,311 1,134,455

固定負債

長期借入金 1,128,262 655,017

繰延税金負債 210,574 216,969

役員退職慰労引当金 9,368 9,368

退職給付に係る負債 254,416 222,549

資産除去債務 56,916 61,336

その他 63,691 61,850

固定負債合計 1,723,230 1,227,091

負債合計 2,822,542 2,361,547

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 126,263 126,263

利益剰余金 4,777,535 4,883,750

自己株式 △166,500 △178,902

株主資本合計 4,837,299 4,931,111

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 185,137 197,618

繰延ヘッジ損益 △290 △5,548

為替換算調整勘定 △149,875 △145,643

その他の包括利益累計額合計 34,972 46,426

純資産合計 4,872,271 4,977,538

負債純資産合計 7,694,813 7,339,085
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 3,414,618 4,871,567

売上原価 3,399,607 4,230,266

売上総利益 15,011 641,300

販売費及び一般管理費 575,636 612,943

営業利益又は営業損失（△） △560,625 28,356

営業外収益

受取利息 393 300

受取配当金 13,091 17,323

受取賃貸料 50,931 52,349

為替差益 1,379 42,109

売電収入 26,868 26,601

補助金収入 88,493 36,853

雑収入 23,250 20,901

営業外収益合計 204,408 196,439

営業外費用

支払利息 9,738 7,790

賃貸収入原価 16,396 18,331

売電費用 10,619 9,365

雑損失 1,024 368

営業外費用合計 37,778 35,857

経常利益又は経常損失（△） △393,995 188,938

特別利益

固定資産売却益 39 353

補助金収入 5,800 -

特別利益合計 5,839 353

特別損失

固定資産廃棄損 575 0

固定資産圧縮損 5,800 -

特別損失合計 6,375 0

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△394,530 189,292

法人税、住民税及び事業税 △20,642 3,354

法人税等調整額 △1,880 -

法人税等合計 △22,523 3,354

当期純利益又は当期純損失（△） △372,007 185,937

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△372,007 185,937

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △372,007 185,937

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91,848 12,481

繰延ヘッジ損益 770 △5,258

為替換算調整勘定 △22,728 4,231

その他の包括利益合計 69,890 11,454

包括利益 △302,116 197,392

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △302,116 197,392

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 126,263 5,206,252 △118,594 5,313,921

会計方針の変更による累積
的影響額

-

会計方針の変更を反映した当
期首残高

100,000 126,263 5,206,252 △118,594 5,313,921

当期変動額

剰余金の配当 △56,709 △56,709

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△372,007 △372,007

自己株式の取得 △47,905 △47,905

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - △428,717 △47,905 △476,622

当期末残高 100,000 126,263 4,777,535 △166,500 4,837,299

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 93,289 △1,060 △127,146 △34,918 5,279,003

会計方針の変更による累積
的影響額

-

会計方針の変更を反映した当
期首残高

93,289 △1,060 △127,146 △34,918 5,279,003

当期変動額

剰余金の配当 △56,709

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△372,007

自己株式の取得 △47,905

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

91,848 770 △22,728 69,890 69,890

当期変動額合計 91,848 770 △22,728 69,890 △406,731

当期末残高 185,137 △290 △149,875 34,972 4,872,271

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 126,263 4,777,535 △166,500 4,837,299

会計方針の変更による累積
的影響額

△31,833 △31,833

会計方針の変更を反映した当
期首残高

100,000 126,263 4,745,702 △166,500 4,805,465

当期変動額

剰余金の配当 △47,890 △47,890

親会社株主に帰属する当期
純利益

185,937 185,937

自己株式の取得 △12,401 △12,401

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 138,047 △12,401 125,645

当期末残高 100,000 126,263 4,883,750 △178,902 4,931,111

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 185,137 △290 △149,875 34,972 4,872,271

会計方針の変更による累積
的影響額

△31,833

会計方針の変更を反映した当
期首残高

185,137 △290 △149,875 34,972 4,840,438

当期変動額

剰余金の配当 △47,890

親会社株主に帰属する当期
純利益

185,937

自己株式の取得 △12,401

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

12,481 △5,258 4,231 11,454 11,454

当期変動額合計 12,481 △5,258 4,231 11,454 137,100

当期末残高 197,618 △5,548 △145,643 46,426 4,977,538

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△394,530 189,292

減価償却費 747,341 657,909

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,457 11,880

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,600 -

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2,310 △8,154

貸倒引当金の増減額（△は減少） △169 26

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,824 △31,867

受取利息及び受取配当金 △13,484 △17,624

支払利息 9,738 7,790

固定資産廃棄損 575 0

固定資産売却損益（△は益） △39 △353

補助金収入 △94,293 △36,852

固定資産圧縮損 5,800 -

売上債権の増減額（△は増加） 207,545 65,998

棚卸資産の増減額（△は増加） △279,288 282,649

仕入債務の増減額（△は減少） 37,505 △15,142

未払消費税等の増減額（△は減少） △57,281 4,151

その他 △108,626 △153,018

小計 47,220 956,684

利息及び配当金の受取額 13,484 17,624

利息の支払額 △9,738 △7,790

法人税等の支払額 △11,058 △3,011

法人税等の還付額 - 20,328

補助金の受取額 87,918 36,853

営業活動によるキャッシュ・フロー 127,827 1,020,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

長期貸付けによる支出 - △17,292

有形固定資産の取得による支出 △316,704 △557,347

有形固定資産の売却による収入 40 640

無形固定資産の取得による支出 △42,341 △16,991

投資有価証券の取得による支出 △12,187 △15,440

その他 65,546 64,410

投資活動によるキャッシュ・フロー △305,647 △542,021

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 600,000 -

長期借入金の返済による支出 △231,529 △446,531

配当金の支払額 △56,709 △47,890

自己株式の取得による支出 △47,905 △12,401

リース債務の返済による支出 △464 △1,858

財務活動によるキャッシュ・フロー 263,390 △508,681

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,091 20,546

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 77,479 △9,470

現金及び現金同等物の期首残高 1,087,001 1,164,480

現金及び現金同等物の期末残高 1,164,480 1,155,010

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

Ⅰ　収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当

連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、工作機械製造事業において、従来は、製品部品は主として出荷時、役務部分は据付完了時に収益を認識し

ていましたが、一部の契約については、収益認識会計基準等に基づき履行義務の識別及びその充足時点について検討を行

った結果、単一の履行義務と判断される場合には、製品の据付が完了した時点で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当

連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金

に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高が24,199千円、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益が24,199千円それ

ぞれ増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は31,833千円減少しております。１株当たり情報に与える影響

は、当該箇所に記載しております。

Ⅱ　時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　

2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に

わたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。

　当社は、「自動車部品」「オートバイ部品」「汎用機部品」の製造をする自動車部品製造事業と「ター

レックス（多軸ヘッド交換型専用機）」「ロータリーフライス盤」「マシニングセンター各種専用機」の

製造をする工作機械製造事業を報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処

理の原則及び手続きに準拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

工作機械製造
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,639,205 775,412 3,414,618 - 3,414,618

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- 1,490 1,490 △1,490 -

計 2,639,205 776,902 3,416,108 △1,490 3,414,618

セグメント損失（△） △127,867 △432,757 △560,625 - △560,625

セグメント資産 4,788,638 1,380,383 6,169,021 1,525,791 7,694,813

その他の項目

減価償却費 618,969 128,372 747,341 - 747,341

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

307,737 32,339 340,077 7,553 347,631

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

工作機械製造
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,960,516 911,050 4,871,567 - 4,871,567

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- 6,784 6,784 △6,784 -

計 3,960,516 917,835 4,878,351 △6,784 4,871,567

セグメント利益又は損失
（△）

472,562 △444,205 28,356 - 28,356

セグメント資産 4,942,481 949,259 5,891,740 1,447,344 7,339,085

その他の項目

減価償却費 547,625 110,284 657,909 - 657,909

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

534,126 53,275 587,402 - 587,402

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2020年４月１日  至2021年３月31日）

（注）　調整額の内容は以下のとおりであります。

（1）セグメント資産の調整額は、当社における現金預金、有価証券及び管理部門に係る資産等1,991,503千

円、その他の調整額（セグメント間取引消去等）△465,711千円であります。

（2）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産

7,553千円であります。

当連結会計年度（自2021年４月１日  至2022年３月31日）

（注）　調整額の内容は以下のとおりであります。

（1）セグメント資産の調整額は、当社における現金預金、有価証券及び管理部門に係る資産等1,940,296千

円、その他の調整額（セグメント間取引消去等）△492,952千円であります。
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（単位：千円）

自動車部品製造事業 工作機械製造事業 合計

外部顧客への売上高 2,639,205 775,412 3,414,618

（単位：千円）

日本 北米 ベトナム インド アジア その他 合計

2,494,725 226,541 459,678 4,100 197,851 31,720 3,414,618

（2）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産であ

ります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「自動車部品製造事業」の売上高は24,199千

円増加、セグメント利益は24,199千円増加しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　　　　　　（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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（単位：千円）

日本 ベトナム 合計

3,530,400 292,684 3,823,085

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ヤンマーパワーテクノロジー
株式会社

486,295 自動車部品製造事業

（単位：千円）

自動車部品製造事業 工作機械製造事業 合計

外部顧客への売上高 3,960,516 911,050 4,871,567

（単位：千円）

日本 北米 ベトナム アジア その他 合計

3,568,475 64,422 1,111,632 75,524 51,512 4,871,567

（単位：千円）

日本 ベトナム 合計

3,473,410 315,586 3,788,997

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ヤンマーパワーテクノロジー
株式会社

831,887 自動車部品製造事業

株式会社アーレスティプリテッ
ク

638,529 自動車部品製造事業・工作機械製造事業

株式会社ホンダトレーディング 499,338 工作機械製造事業

(2）有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　　　　　　（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2）有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。

前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,322.59円 1,360.55円

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純

損失金額（△）
△100.09円 50.71円

前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親会

社株主に帰属する当期純損失金額（△）

（千円）

△372,007 185,937

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属す

る当期純損失金額（△）（千円）

△372,007 185,937

期中平均株式数（千株） 3,716 3,665

（１株当たり情報）

（注）１　当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期

純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　「会計方針の変更」に記載のとおり「収益認識に関する会計基準」等を適用しております。この結果、当連結

会計年度の１株当たり純資産は２円８銭減少しており、１株当たり当期純利益は６円60銭増加しております。

３　１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,021,705 945,758

受取手形 24,789 20,905

売掛金 476,984 452,051

電子記録債権 37,090 68,530

製品 84,991 62,733

仕掛品 505,484 171,974

原材料及び貯蔵品 25,354 41,353

関係会社短期貸付金 166,065 287,663

未収入金 35,567 12,814

その他 27,378 7,525

貸倒引当金 △800 △900

流動資産合計 2,404,610 2,070,410

固定資産

有形固定資産

建物 811,344 793,865

構築物 24,922 21,823

機械及び装置 1,786,874 1,708,493

車両運搬具 17,238 13,264

工具、器具及び備品 68,129 101,402

土地 673,495 680,187

リース資産 8,674 6,815

建設仮勘定 139,721 147,558

有形固定資産合計 3,530,400 3,473,410

無形固定資産

借地権 399 399

ソフトウエア 74,373 64,289

電話加入権 250 250

無形固定資産合計 75,022 64,939

投資その他の資産

投資有価証券 521,693 556,010

関係会社株式 172,473 172,473

出資金 3,090 3,090

関係会社長期貸付金 110,710 73,446

組合預け金 448,152 448,152

投資不動産 280,799 277,026

その他 10,859 26,533

投資その他の資産合計 1,547,778 1,556,732

固定資産合計 5,153,201 5,095,082

資産合計 7,557,812 7,165,493

４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 220,857 194,232

１年内返済予定の長期借入金 423,667 456,000

未払金 146,250 164,464

未払費用 7,089 10,677

未払法人税等 468 936

未払消費税等 15,623 19,774

預り金 3,313 2,310

前受金 - 7,633

賞与引当金 46,290 58,170

リース債務 1,858 1,858

受注損失引当金 16,838 8,683

その他 290 5,548

流動負債合計 882,546 930,290

固定負債

長期借入金 1,076,333 620,333

リース債務 6,970 5,111

繰延税金負債 210,574 216,969

退職給付引当金 248,182 215,561

役員退職慰労引当金 9,368 9,368

資産除去債務 21,999 21,999

預り保証金 56,721 56,739

固定負債合計 1,630,150 1,146,082

負債合計 2,512,696 2,076,373

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 126,263 126,263

資本剰余金合計 126,263 126,263

利益剰余金

利益準備金 50,175 50,175

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 244,119 244,119

別途積立金 4,280,000 4,280,000

繰越利益剰余金 226,210 275,393

利益剰余金合計 4,800,504 4,849,688

自己株式 △166,500 △178,902

株主資本合計 4,860,268 4,897,049

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 185,137 197,618

繰延ヘッジ損益 △290 △5,548

評価・換算差額等合計 184,847 192,070

純資産合計 5,045,115 5,089,119

負債純資産合計 7,557,812 7,165,493
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 2,978,350 4,183,718

売上原価

製品期首棚卸高 74,180 84,991

当期製品製造原価 2,983,171 3,651,603

合計 3,057,352 3,736,595

製品期末棚卸高 84,991 62,733

製品売上原価 2,972,360 3,673,862

売上総利益 5,989 509,856

販売費及び一般管理費 509,897 542,966

営業損失（△） △503,907 △33,109

営業外収益

受取利息 5,488 4,637

受取配当金 13,091 17,323

受取賃貸料 50,931 52,349

為替差益 908 38,864

売電収入 26,868 26,601

補助金収入 88,493 36,853

雑収入 22,386 20,550

営業外収益合計 208,169 197,179

営業外費用

支払利息 7,654 6,749

賃貸収入原価 16,396 18,331

売電費用 10,619 9,365

雑損失 515 132

営業外費用合計 35,185 34,579

経常利益又は経常損失（△） △330,923 129,490

特別利益

固定資産売却益 39 353

補助金収入 5,800 -

特別利益合計 5,839 353

特別損失

固定資産廃棄損 575 0

固定資産圧縮損 5,800 -

特別損失合計 6,375 0

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △331,458 129,843

法人税、住民税及び事業税 △20,642 936

法人税等調整額 △1,880 -

法人税等合計 △22,522 936

当期純利益又は当期純損失（△） △308,935 128,907

（２）損益計算書
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金

固定資産圧
縮積立金

特別償却準
備金

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 4,181 4,280,000 587,673

会計方針の変更による
累積的影響額

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 4,181 4,280,000 587,673

当期変動額

剰余金の配当 △56,709

当期純損失（△） △308,935

特別償却準備金の取崩 △4,181 4,181

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - - △4,181 - △361,463

当期末残高 100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 - 4,280,000 226,210

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ損
益

評価・換算
差額等合計利益剰余金

合計

当期首残高 5,166,149 △118,594 5,273,818 93,289 △1,060 92,228 5,366,046

会計方針の変更による
累積的影響額

- - -

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

5,166,149 △118,594 5,273,818 93,289 △1,060 92,228 5,366,046

当期変動額

剰余金の配当 △56,709 △56,709 △56,709

当期純損失（△） △308,935 △308,935 △308,935

特別償却準備金の取崩 - - -

自己株式の取得 △47,905 △47,905 △47,905

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

91,848 770 92,619 92,619

当期変動額合計 △365,645 △47,905 △413,550 91,848 770 92,619 △320,931

当期末残高 4,800,504 △166,500 4,860,268 185,137 △290 184,847 5,045,115

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金

固定資産圧
縮積立金

特別償却準
備金

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 - 4,280,000 226,210

会計方針の変更による
累積的影響額

△31,833

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 - 4,280,000 194,377

当期変動額

剰余金の配当 △47,890

当期純利益 128,907

特別償却準備金の取崩

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - - - - 81,016

当期末残高 100,000 126,263 126,263 50,175 244,119 - 4,280,000 275,393

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ損
益

評価・換算
差額等合計利益剰余金

合計

当期首残高 4,800,504 △166,500 4,860,268 185,137 △290 184,847 5,045,115

会計方針の変更による
累積的影響額

△31,833 △31,833 △31,833

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

4,768,671 △166,500 4,828,434 185,137 △290 184,847 5,013,282

当期変動額

剰余金の配当 △47,890 △47,890 △47,890

当期純利益 128,907 128,907 128,907

特別償却準備金の取崩

自己株式の取得 △12,401 △12,401 △12,401

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

12,481 △5,258 7,222 7,222

当期変動額合計 81,016 △12,401 68,614 12,481 △5,258 7,222 75,837

当期末残高 4,849,688 △178,902 4,897,049 197,618 △5,548 192,070 5,089,119

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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